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まえ がき

近年, 計算機の飛躍的な発達に伴 $\mathrm{V}$
$\backslash$ , 数学研究における計算機の重要性は

増大の一途を辿っている。 グレブナー基底の理論は, その明快な定義と幅広い
応用によって, ここ十数年の間に急速な発展を遂げた。
当該研究集会では、 グレブナー基底に纏わる様々な分野の研究者にょり,

2 時間 $\cross 8$ コマの概観的な講演が行われた。その内容は, グレブナー基底の応
用の幅広さを反映して, SAGBI 基底・極小自由分解・スプライン加群・微分
作用素環・整数計画・統計 (分割表). 符号理論と多岐に渡り, また, 参加者
間で有益な議論及ひ情報交換が活発に行われた。
本報告集は, 各分野の第一線で活躍する研究者にょる論文集であり, 今後,

各分野の発展の礎となることを期待したい。
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